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コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
た

立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

人
口
の
急
激
な
減
少
と
高
齢
化
を
背
景
に
、
こ
れ
か
ら
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
今
後
も
、
私
た
ち
が
安
心
で
き
る
健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
立
地
適

正
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
問
都
市
計
画
課
計
画
係
（
4 

71
・
２
２
４
６　

6�

72
・
３
５
６
９
）

市
の
現
状
と
課
題

市
の
人
口
は
、
２
０
１
０
年
を
ピ

ー
ク
に
減
少
し
、
２
０
１
５
年
の
時

点
で
既
に
約
１
２
０
０
人
減
少
し
て

い
ま
す
。（
表
１
）

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
で
は
、
２
０
４
０
年
に
は
ピ

ー
ク
時
か
ら
約
2
万
人
減
少
し
、

１
９
７
０
年
代
と
同
等
の
人
口
規
模

に
減
少
す
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

航
空
写
真
（
図
1
）
の
例
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、
１
９
７
０
年
代
に

は
、
住
宅
の
密
集
範
囲
、
い
わ
ゆ
る

市
街
地
が
小
さ
く
、
高
齢
者
の
割
合

も
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現

在
で
は
、過
去
の
人
口
増
加
に
よ
り
、

市
街
地
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
今

23
年
か
ら
全
市
統
一
の
独
自
条
例
に

よ
る
土
地
利
用
制
度
を
運
用
し
て
い

ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
さ
ら
な

る
推
進
の
た
め
、
都
市
再
生
特
別
措

置
法
に
基
づ
く
、
立
地
適
正
化
計
画

を
策
定
し
、「
居
住
誘
導
区
域
」と「
都

市
機
能
誘
導
区
域
」を
定
め
ま
し
た
。

（
図
2
）

後
、
拡
大
し
た
市
街
地
の
範
囲
は
そ

の
ま
ま
に
、
人
口
減
少
に
伴
っ
て
居

住
者
が
少
な
く
な
り
、
空
き
家
や
空

き
地
の
多
い
区
域
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
や
生
活
利
便
性

の
低
下
等
に
伴
う
行
政
コ
ス
ト
の
増

大
等
、
持
続
困
難
な
都
市
構
造
と
な

り
ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み

市
街
地
の
人
口
密
度
を
維
持
し
、

持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指
す
こ
と
が

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
考
え
方
で

す
。市

で
は
、
市
民
共
有
の
財
産
で

あ
る
美
し
い
田
園
風
景
と
、
産
業
発

展
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
た
め
、
平
成

都
市
機
能
誘
導
区
域
に
、
日
常

生
活
に
最
低
限
必
要
と
な
る
医
療
・

福
祉
・
商
業
等
の
都
市
機
能
を
誘
導

し
集
約
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
サ

ー
ビ
ス
の
効
率
的
な
提
供
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
周
辺
の
住

宅
地
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る

こ
と
で
、
都
市
の
利
便
性
を
享
受
で

き
る
暮
ら
し
や
す
い
住
環
境
を
目
指

す
も
の
で
す
。

こ
の
計
画
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域

に
住
居
な
ど
を
緩
や
か
に
、
時
間
を

か
け
て
誘
導
・
集
約
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
皆
さ
ん
か
ら
の
意

見
を
募
集
す
る
た
め
、
住
民
説
明
会

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
核
と
な
る
拠

点
間
や
居
住
区
域
を
結
ぶ
移
動
手
段

の
確
保
に
つ
い
て
の
意
見
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
の
実
現
の
た
め
、
6
月
に
策
定
予

定
の「
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」

と
も
連
携
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

立
地
適
正
化
計
画
に
よ
る
手
続
き

　

平
成
30
年
4
月
１
日
か
ら
計
画
で

定
め
る
区
域
以
外
で
の
開
発
に
つ
い

て
は
、
着
手
30
日
前
ま
で
に
届
出
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
住
宅
の
開
発
行
為

①
3
戸
以
上
の
住
宅
の
建
築
目
的

の
開
発
行
為

②
１
戸
ま
た
は
2
戸
の
住
宅
の
建

築
目
的
の
開
発
行
為
で
規
模
が

１
０
０
０
㎡
以
上
の
も
の

▽
住
宅
の
建
築
等
行
為

①
3
戸
以
上
の
住
宅
の
新
築

②
建
築
物
を
改
築
し
、
ま
た
は
建

築
物
の
用
途
を
変
更
し
て
住
宅
等

と
す
る
場
合

▽
誘
導
施
設
（
病
院
や
小
売
店
、
診

療
所
な
ど
）
の
開
発
行
為

①
誘
導
施
設
を
有
す
る
建
築
物
の

建
築
目
的
の
開
発
行
為

▽
誘
導
施
設
の
開
発
行
為
以
外

①
誘
導
施
設
を
有
す
る
建
築
物
の

新
築

②
建
築
物
を
改
築
し
、
誘
導
施
設

を
有
す
る
建
築
物
と
す
る
場
合

③
建
築
物
の
用
途
を
変
更
し
、
誘

導
施
設
を
有
す
る
建
築
物
と
す
る

場
合

　

な
お
、
立
地
適
正
化
計
画
の
手
続

き
が
不
要
で
あ
っ
て
も
、
開
発
の
規

模
や
目
的
に
応
じ
て
所
定
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
市
内
で
開
発
を
行
う

際
は
、
都
市
計
画
課
ま
た
は
建
築
住

宅
課
に
相
談
く
だ
さ
い
。

立
地
適
正
化
計
画
の
詳
細
は
、「
届

出
の
手
引
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

手
引
き
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

都
市
計
画
課
（
2
階
�
番
窓
口
）
で

入
手
で
き
ま
す
。

注目情報1

（図 1）　豊科地域の旧市街化区域の例（青枠内＝旧市街化区域）

（表１）　安曇野市の人口推移

（図 2）　誘導区域の概要

昭和45（1970）年 平成26（2014）年

過去の人口増加とともに
市街地が拡大

➡

「居住誘導区域」
　上記 12カ所を生活サ－ビスやコミュニティが持続的に確保されるよう、居住を誘導する区域として設定

「都市機能誘導区域」

　　　　　　　　… 拠点施設誘導区域（高度な都市機能が集積した中心拠点の中核）

　　　　　　　　… 日常サービス施設誘導区域（居住環境が整い、人口が維持された中心拠点）

　　　　　　　　… 生活拠点区域（居住環境が整った既存市街地・集落）
　　　　　　　　　
その他は、美しい景観や自然・田園環境、地域コミュニティを守っていく区域

本庁舎現本庁舎
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